
 
                                

 

平
成
二
十
二
年
度 

 
 

清
里
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

蜂
巣 

昇
三 

 

清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
地
域
に
お
け

る
支
え
合
い
や
、
自
主
・
自
立
の
強
化
を
図

り
な
が
ら
「
心
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
誰
も
が
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
去
る
五
月

二
十
六
日(

水)

午
後
に
清
野
町
地
内
で
小
学

生
に
対
し
て
の
殴
打
事
件
と
い
う
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
主
旨
に
反
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
清
里
地
域
の
安
全
・
安
心

で
き
る
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
今
ま
で
と
異
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
の
で
、
暴
力
・
窃
盗
に
対
し
、
地
域

住
民
で
力
を
合
わ
せ
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
協
議
会
は
部
会
活

動
を
よ
り
一
層
活
発
に
し
て
い
く
た
め
に
組

織
替
え
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

一
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
部
会 

お
花
マ
ッ
プ
、
お
花
情
報
交
換
会
な
ど

二
、
食
育
部
会 

清
里
焼
き
の
普
及
、
郷
土
料
理
の
見
直

し
な
ど 

 
 
 
 
 

 

三
、
社
会
福
祉
部
会 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

子
育
て
サ
ロ
ン 

四
、
そ
ば
打
ち
部
会 

定
例
会 

福
祉
施
設
訪
問
、
催
事
の
参
加 

五
、
ま
ち
づ
く
り
だ
ん
べ
え
部
会 

だ
ん
べ
え
踊
り
の
普
及
な
ど 

だ
ん
べ
え
部
員
募
集
中 

六
、
郷
土
の
伝
統
文
化
行
事
の
活
性
化
部
会 

清
里
ふ
る
さ
と
祭(

清
里
花
火
を
含
む)

の
隔
年
開
催
、
子
ど
も
夏
祭
、
上
青
梨

町
の
伝
統
盆
踊
り
及
び
清
野
町
の
野

良
犬
獅
子
舞
の
活
性
化
支
援 

七
、
事
務
広
報
部
会 

ま
ち
づ
く
り
広
報
の
さ
ら
な
る
拡
充 

八
、
清
里
公
民
館
の
地
域
づ
く
り
講
座
と
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

行
う
こ
と 

 

各
部
会
へ
の
多
く
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
、清
里
地
区
で
は
敬
老
会
、体
育
祭
、

文
化
祭
な
ど
各
種
行
事
を
催
し
ま
す
が
、
全

地
区
民
で
盛
り
上
げ
、
楽
し
く
和
を
作
り
、

連
帯
感
を
養
う
た
め
に
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
の
力
で
」
と
い
う
考
え
に
立
っ

て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
決
ま
る 

  

今
年
度
の
清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会

が
四
月
二
十
三
日(

金)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
協
議
は
ま
ち
づ
く
り

検
討
委
員
会
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
前

橋
市
指
定
か
ら
五
年
目
を
迎
え
、
あ
る
程
度

軌
道
に
の
っ
て
き
ま
し
た
の
で
発
展
的
に
解

消
し
ま
し
た
。
今
後
は
専
門
部
会
ご
と
の
活

発
な
活
動
を
期
待
す
る
と
共
に
充
実
の
た
め

の
役
員
構
成
と
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。(
名
簿
は
次
頁) 

 
 

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
対
策
会
議
を
開
催 

 

五
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
、
清
野
町
交

差
点
付
近
で
発
生
し
た
小
学
生
児
童
の
殴
打

事
件
の
概
要
報
告
と
清
里
地
区
と
し
て
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
清
里
地
区
内
の

関
係
団
体
役
員
四
十
数
名
が
出
席
し
て
「
子

ど
も
の
安
全
を
守
る
対
策
会
議
」
が
六
月
十

五
日
（
火
）
午
後
七
時
か
ら
清
里
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
々
に
各
町
ご
と
に
会

議
を
開
い
て
、
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お

願
い
や
黄
色
い
た
す
き
の
作
成
な
ど
、
子
ど

も
の
安
全
を
守
る
活
動
の
具
体
化
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

児
童
の
通
学
状
況
を
今
井
敏
子
・
清
里 

小
学
校
長
が
地
図
を
使
っ
て
説
明
す
る 

 

～心豊かで活力あるまちづくり～ 
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前
橋
地
域
づ
く
り
連
絡
会
の
活
動
報
告 

 

 

一
、
「
前
橋
地
域
づ
く
り
連
絡
会
」
と
は 

前
橋
市
内
に
は
、
清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
よ
う
に
一
定
の
地
域
を
基
盤
と
し
た
地

域
づ
く
り
団
体
が
平
成
二
十
二
年
四
月
現
在

で
十
八
あ
り
ま
す
。清
里
地
区
の
近
隣
で
は
、

総
社
地
区
、
元
総
社
地
区
、
南
橘
地
区
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
各
地
域
づ
く
り
団
体
の
情
報
交

換
や
連
携
活
動
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

が
、「
前
橋
地
域
づ
く
り
連
絡
会
」
で
、
平
成

二
十
一
年
二
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

主
な
活
動
は
、「
ま
え
ば
し
地
域
づ
く
り
推

進
大
会
」
の
開
催
や
情
報
交
換
な
ど
で
す
。

「
ま
え
ば
し
地
域
づ
く
り
推
進
大
会
」
は
、

各
地
域
づ
く
り
団
体
の
活
動
発
表
の
場
で
、

例
年
四
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
各
団
体
の
代
表
に
よ
る
会
議
を
年

に
五
回
前
後
開
催
し
、「
前
橋
地
域
づ
く
り
推

進
大
会
」
の
準
備
や
地
域
づ
く
り
活
動
に
関

す
る
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
え
ば
し
地
域
づ
く

り
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

去
る
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
四
日（
土
）

に
前
橋
総
合
福
祉
会
館
で
「
平
成
二
十
二
年

度
ま
え
ば
し
地
域
づ
く
り
推
進
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

推
進
大
会
で
は
、
各
地
域
づ
く
り
団
体
の

活
動
報
告
、
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

各
団
体
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
各
団
体
の
活
動
内
容
の
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
推
進
大
会
は
、
新
た
な
趣
向
を

取
り
入
れ
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
パ
ネ
ラ
ー
を
分
散
配
置
、
各
団
体
が
活
動

の
中
で
使
用
し
て
い
る
の
ぼ
り
旗
展
示
や
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
着
用
、
大
会
開
始
前
の
バ
ン

ド
演
奏
な
ど
、
例
年
に
増
し
て
賑
や
か
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
も
、
清
里
ふ
る
さ
と
祭
や
花
い
っ
ぱ
い
運

動
な
ど
の
写
真
展
示
を
行
い
、
役
員
が
清
里

祭
り
の
法
被
を
着
て
参
加
し
ま
し
た
。 

来
年
も
四
月
前
後
に
、
よ
り
内
容
を
充
実

さ
せ
開
催
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
清
里
地
区
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

（
松
下 

均
） 

 

 

 
 

清
里
地
区
の
活
動
が
展
示
さ
れ
た
ブ
ー
ス 

（
今
年
度
の
地
域
づ
く
り
推
進
大
会
か
ら
） 

平成２２年度清里まちづくり協議会 役員名簿    (敬称略) 

役 職  氏    名  所  属  団  体 ・ 役  職 

会  長  蜂 巣 昇 三  清里地区自治会連合会長・池端町自治会長  

副会長  蜂 巣 英 夫  上青梨子町自治会長  

副会長  田 村 和 夫  青梨子町自治会長  

副会長  高 橋    清  青梨子町前原自治会長  

副会長  有 坂 眞 次  清野町自治会長  
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委 員  自治会長（5)  ・教育振興会長（1） ・生涯学習奨励員（5） ・民生児童委員(6)  ・主任児童委員（2）  ・歴代自治
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（専門部会） 

部  会  名  部 会 長  副   部   会   長  

花いっぱい運動部会 櫻井 恭子  間仁田祐一  

社会福祉部会  高橋   清  田村和夫・小池直治  

食育部会  新井 博孝  桜井登志子  
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まちづくりだんべえ部会  松嶋 朋子  久保美佐子  

事務広報部会  松下 熙雄  高橋 隆・桜井 勝  

 



 

清
里
公
民
館
で
の
取
り
組
み
か
ら 

 

① 
【
地
域
づ
く
り
講
座
】 

 

前
橋
市
指
定
か
ら
五
年
目
を
迎
え
た
地
域

づ
く
り
事
業
は
、
清
里
地
域
の
生
活
課
題
や

地
域
課
題
を
取
り
上
げ
、
地
域
ぐ
る
み
の
活

動
を
目
指
し
て
各
部
会
で
の
諸
事
業
が
進
展

し
て
い
ま
す
。
地
道
に
積
み
重
ね
て
き
た
今

ま
で
の
活
動
が
よ
り
多
く
の
皆
様
の
理
解
や

協
力
、
参
画
を
得
ら
れ
、
清
里
地
域
全
体
の

活
動
と
し
て
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

地
域
づ
く
り
事
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
形
で

の
地
域
づ
く
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
取
り

上
げ
る
内
容
は
、
清
里
焼
き
（
地
場
産
の
枝

豆
、
玉
ね
ぎ
を
使
用
）
に
挑
戦
、
清
里
に
伝

承
さ
れ
る
芸
能
再
発
見
（
清
野
町
の
野
良
犬

獅
子
舞
、
上
青
梨
子
盆
踊
り
、
百
万
遍
）、
そ

ば
打
ち
体
験
な
ど
で
す
。 

 

② 

【
清
里
公
民
館
自
主
事
業
・  

 
 

 
 

清
里
地
区
文
化
祭
】 

清
里
の
歴
史
や
民
俗
、
民
話
、
史
跡
、
文

化
財
な
ど
を
取
り
上
げ
小
冊
子
に
し
て
き
ま

し
た
「
き
よ
さ
と
再
発
見
」
シ
リ
ー
ズ
の
第

三
集
は
「
清
里
に
伝
わ
る
わ
ら
べ
う
た
」
を

取
り
上
げ
る
予
定
。
発
刊
は
九
月
頃
の
見
込

み
で
、
清
里
地
区
文
化
祭
（
十
月
三
十
日
予

定
）で
出
版
記
念
発
表
会
を
行
う
予
定
で
す
。 

 
 

ち
な
み
に
、
昨
年
度
発
刊
の
第
二
集
「
清
里

文
化
財
め
ぐ
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、
小

冊
子
を
携
帯
し
て
の
文
化
財
め
ぐ
り
を
二
回

に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
清
里
地

区
文
化
祭
に
は
「
野
良
犬
の
獅
子
舞
」
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

清
里
・ま
ち
の
話
題
あ
れ
こ
れ 

 
 

 

・ 

青
梨
子
町
前
原 

河
川
の
清
掃 

 

前
原
盛
年
会
で
は
六
月
六
日
（
日
）、
全
市

い
っ
せ
い
清
掃
の
後
八
時
よ
り
前
原
地
区
の

中
心
を
流
れ
る
下
蟹
沢
川
の
清
掃
を
行
い
ま 

し
た
。
会
員
は

長
靴
を
は
い
て

川
に
入
り
、
ビ

ニ
ー
ル
類
や
金

物
ご
み
等
を
拾

い
、
川
が
深
い

の
で
ロ
ー
プ
で

引
き
上
げ
、
可

燃
ご
み
不
燃
ご

み
に
分
別
し
、

ゴ
ミ
袋
に
入
れ

川
も
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

全
員
が
朝
の
気 

持
ち
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。（
高
橋 

清
） 

 

・ 

青
梨
子
町 

さ
つ
ま
い
も
行
事 

 

日
時 

  

平
成
二
十
一
年
六
月
五
日
（
土
） 

午
後
三
時
よ
り 

場
所  

 

八
幡
川
左
岸
（
土
木
事
務
所
よ
り 

借
り
受
け
） 

目
的 

 

世
代
間
交
流 

参
加
者 

小
学
生
二
十
名
、
清
寿
会
（
役
員
）

十
名
、
各
種
役
員
団
体
役
員
十
名 

紅
東
を
七
百
本
植
え
込
み
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

田
村
和
夫) 

・ 

上
青
梨
子
町 

サ
ル
ビ
ア
の
苗
植
え 

 
 

長
年
続
い
て
い
る
サ
ル
ビ
ア
の
苗
植
え
を

六
月
二
十
日(

日)

に
行
い
ま
し
た
。
天
候
不

順
で
心
配
さ
れ
て
い
た
苗
の
育
ち
で
す
が
、

夏
の
到
来
と
と
も
に
サ
ル
ビ
ア
の
赤
い
花
々

が
道
行
く
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
蜂
巣
英
夫
） 

 

・ 

池
端
町 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

 
 

池
端
町
の「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

が
開
始
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

日(

六
月
七
日
）
は
、
二
十
三
人
の
高
齢
者
が

出
席
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
大
型
紙
芝

居
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

(

蜂
巣
昇
三) 

 

・ 

清
野
町 

「
清
野
は
ち
ま
ん
広
場
」に
決
定 

 
 

公
園
兼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
整
備
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。
六
年
前
に
滑
り
台
、
フ

ェ
ン
ス
と
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
、
管
理
は
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
、
市
公
園
緑
地
課
の
は
か
ら
い
で
、

再
整
備
を
行
う
運
び
と
な
り
、
花
壇
や
ベ
ン

チ
、
遊
具
の
設
置
を
し
ま
し
た
。 

特
に
力
を
入
れ
た
の
が
公
園
名
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
名
称
募
集
を
し
四
十
四
件
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

小
峯
梨
花
子
さ
ん
の「
清
野
は
ち
ま
ん
広
場
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
愛
護
会
を
設
立

し
て
、
町
民
み
ん
な
が
楽
し
め
る
広
場
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

(
有
坂
眞
次) 

清
里
地
区
役
職
員
研
修
会 

 
 

歴
史
文
化
の
松
代
か
ら
ま
ち
づ
く
り
学
ぶ 

 

六
月
四
日
（
金
）
に
「
真
田
城
下
松
代
町

の
歴
史
を
訪
ね
て
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〔
目
に
青
葉
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
初
鰹
〕
と
い
う

俳
句
が
ぴ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
初
夏
の
快
晴

に
恵
ま
れ
た
松
代
の
歴
史
を
探
索
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

松
代
は
太
平
洋
戦
争
末
期
の
本
土
決
戦
に

備
え
、
皇
居
、
大
本
営
、
政
府
諸
機
関
等
を

移
転
さ
せ
る
た
め
大
地
下
壕
が
約
十
ｋ
ｍ
に

わ
た
り
掘
削
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
見
学
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
山
寺
常
山
邸
の
書
院
や

門
、
泉
水
池
の
見
学
、
附
近
は
歴
史
の
道
と

し
て
行
政
も
力
を
入
れ
整
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 昼

食
後
、
復
元
さ
れ
た
松
代
城
跡
、
真
田

宝
物
館
、
真
田
邸
な
ど
の
見
学
、
藩
が
家
臣

及
び
そ
の
子
弟
の
教
育
の
た
め
に
建
て
た
文

武
学
校
が
当
時
の
ま
ま
で
存
在
し
、
得
る
も

の
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
旧
白
井

家
表
門
、
象
山
神
社
や
象
山
記
念
館
も
見
学

し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
代
が
誇
る
旧
横
田
家

住
宅
（
国
重
文
）
も
見
学
し
ま
し
た
。
表
門

を
入
る
と
前
庭
が
あ
り
玄
関
へ
通
じ
て
い
ま

す
。
母
屋
、
菜
園
、
泉
水
、
隠
居
屋
、
土
蔵

（
二
棟
）
が
あ
り
中
級
武
士
の
代
表
的
な
屋

敷
構
え
を
残
し
て
い
ま
し
た
。 

松
代
は
、
新
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
、
松

代
の
歴
史
的
文
化
遺
産
を
保
存
、活
用
し
て
、

松
代
を
「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
に
し
よ
う
と

い
う
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
た
い
へ

ん
充
実
し
た
内
容
の
研
修
会
で
し
た
。 

気持ちいい汗をかいた河川清掃 



清
里
・
専
門
部
会
の
活
動
あ
れ
こ
れ 

 

・ 

そ
ば
打
ち
部
会 

 

「
そ
ば
打
ち
部
会
」
で
は
、
清
里
公
民
館

で
毎
月
一
回
（
第
二
火
曜
日
）、
勉
強
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
だ
い
ぶ
腕

を
上
げ
、
お
い
し
い
そ
ば
が
打
て
る
よ
う
に

な
り
、
家
族
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

地
域
の
人
た
ち
に
古
き
良
き
食
文

化
の
「
そ
ば
打
ち
」
を
よ
り
普
及
さ
せ
、
家

庭
で
お
い
し
い
そ
ば
打
ち
が
で
き
る
人
が
増

え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
、
お
い
し
い
そ
ば
を
食

べ
る
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
希
望

の
方
は
清
里
公
民
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
と
し
て
出
張
そ
ば
打
ち
を
い
た
し
ま
す
。 

（
松
岡
好
一
） 

  
          

・ 

社
会
福
祉
部
会 

 
 

社
会
福
祉
部
会
で
は
民
生
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
を
主
体
に
保
健
推
進
員
、
各
種

団
体
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
清
里
地
区
全
町
で
ふ
れ

あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。お
年
寄
り
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
地
域
の
サ
ロ
ン
へ
お
出
か
け
い
た
だ
き
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
前
橋
高
等
養
護
学
校
と
は
一
月
に

繭
玉
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後

も
、
よ
り
一
層
多
く
の
事
業
で
連
携
協
力
を

行
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 
(

高
橋 

清) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

食
育
部
会 

 

私
た
ち
食
育
部
会
で
は
、『
清
里
焼
き
』
を

中
心
と
し
た
食
育
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
い
る
部
会
で
す
。
今
年
の
活
動

は
、
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
た
清
里
焼
き

教
室
を
実
施
し
ま
す
。
文
化
祭
で
は
清
里
焼

き
の
販
売
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
食
育
部
会
で
は
、
手
伝
っ
て
下
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
清
里
公
民
館
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

（
新
井
博
孝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
部
会 

 

梅
雨
入
り
前
の
六
月
七
日(

月)

、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
と
、
長
野
県
佐
久
方
面
へ
視
察
研
修
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
残
雪
の
ア
ル

プ
ス
を
望
む
ヴ
ィ
ラ
デ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン
で
は
、

ク
レ
マ
チ
ス
、
シ
ロ
ミ
ナ
グ
サ
な
ど
の
花
と

ハ
ー
ブ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
次
に
訪
問
し
た

サ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン
は
、
バ
ラ
の
花
に
は
少
し

早
か
っ
た
の
で
す
が
、
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
デ

ル
フ
ォ
ニ
ュ
ー
ム
な
ど
た
く
さ
ん
の
花
が
と

て
も
華
や
か
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

道
沿
い
に
は
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
や
真
っ

赤
な
ポ
ピ
ー
が
風
に
揺
れ
て
い
ま
し
た
。
上

田
公
園
城
跡
で
は
「
シ
ダ
レ
桑
」
の
並
木
道

を
見
学
、
最
後
に
珍
し
い
花
苗
な
ど
を
購
入

し
て
、
花
を
満
喫
し
た
一
日
で
し
た
。 

（
櫻
井
恭
子
） 

 

・ 

ま
ち
づ
く
り
だ
ん
べ
え
部
会 

 

私
た
ち
の
活
動
も
三
年
目
を
迎
え
、
今
年

は
世
代
間
交
流
の
活
性
化
を
目
指
し
、
親
子

で
踊
れ
る
南
中
ソ
ー
ラ
ン
に
挑
戦
し
ま
す
。

小
学
校
か
ら
テ
ー
プ
を
借
り
て
、
子
ど
も
た

ち
と
の
練
習
も
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
者
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ 

は
清
里
公
民
館
長
ま
で
♪ 

 
(

松
嶋
朋
子) 

  
          

 
 

く 

わ 

の 

実 
 

 

 

「
ま
ち
づ
く
り
広
報
」
も
今
号
か
ら
Ａ
３

二
つ
折
四
頁
に
改
訂
し
、
内
容
の
拡
充
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

一
、
二
頁
は
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
に
関
わ

る
記
事
、
三
頁
は
清
里
地
区
内
各
町
の
行

事
・
活
動
の
紹
介
、
四
頁
は
各
専
門
部
会
か

ら
の
お
知
ら
せ
、
お
願
い
等
の
内
容
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

第
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
は
高
橋
隆
さ

ん
が
入
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
第
十
七

号
は
桜
井
勝
さ
ん
が
入
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ご
両
人
の
ご
苦
労
に
対
し
、
皆
様
と

と
も
に
深
謝
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

編
集
後
記
を「
く
わ
の
実
」と
し
た
の
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
「
し
だ

れ
桑
」
と
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

 

そ
の
由
来
は
、
清
里
地
区
が
昔
か
ら
養

蚕
・
製
糸
の
盛
ん
な
地
区
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
事
績
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
命
名
し
ま

し
た
。 

 

執
筆
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
多
く
の
皆
様
か
ら
の

投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
熙
） 

 

 

 

 

親子でだんべえ踊りを楽しむ 

心をこめて丹念にそばを打つ 

桑の葉をあしらった

旧清里中学校の校章 
「清里中学校記念誌」(同

記念誌刊行委員会)より 


